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・鬼北町の人口減少が激しい
・楽しいイベントがたくさん
・自然が豊かで遊べる

鬼北町の人口減少

令和６年 9,318人

令和８年 8,923人

２年間で約400人が減少

原因
出生数より死者数の
ほうが多い
大学や就職で都市部
に移住

成川渓谷
キャンプ、川遊び、バーベキュー
高月温泉
キジ鍋のフルコース

節安渓谷
釣りスポット
夏には流しそうめん
秋には紅葉

研究きっかけ

でちこんか
毎年10月中旬に開催されるイベント

目玉は「じゃんぼキジ鍋」

新米祭り
毎年８月下旬に開催されるイベント
鬼米、地元産の夏野菜カレーの販売
吹奏楽部の演奏、ダンスチームの披露



三角ぼうしと連携
サタデーライブに出演（図）
商品やアプリの概要説明、鬼北町の魅力
などを伝えた
出演時間は短かったが、私たちの活動を
知ってもらう良いきっかけとなった。

鬼北で鬼探し
鬼北町を知ってもらうアプリを開発
スマホでできるスタンプラリー
クリアした方には開発予定のキジの羽を使用した商品
をプレゼント

商品開発
鬼北町の特産品である「キジ」の羽と宇和島の特
産品である「鯛」の鱗を使って栞やキーホルダー
を制作予定
販売価格は330円程度を想定

まとめ・今後の展望
三角ぼうしと連携をとりながらイベントのボランティアや商品開発、アプリの改善を行う予定。鬼北町
をより多くの人に知ってもらうため魅力を発信していきたい。

図．三角ぼうしで行われた「サタデーライブ」に出演している様子


